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PRIMARY CANCER OF THE VESICAL DIVERTICULUM 
   IN A PATIENT WITH SPINAL CORD  INJURY  : 
            REPORT OF A CASE
Yoshiki HAYASHI, Yoshihiro TANI and Katsuhiro BABAYA 
       From the Department of Urology, Asakayama Hospital
   A case of primary cancer of the vesical diverticulum in a patient with spinal cord injury is 
reported. A 78-year-old man with L1 incomplete paraplegia, who complained of asymptomatic 
gross hematuria, was referred to our hospital on September 2, 1986. Urethrocystoscopy showed 
papillary tumor in the diverticulum and three small stones. Histopathological findings of the 
biopsied specimen of the tumor revealed transitional cell carcinoma grade 3. Partial resection of 
the bladder involving diverticulum with right ureterovesiconeostomy and right pelvic lymphade-
nectomy was performed on October 17, 1986. 
   Histopathological findings revealed transitional cell carcinoma grade 3 with submucosal inva-
sion into the muscular layer (pT3bINFQ, ly2, V(+)).  Two courses of combination chemotherapy 
with cyclophosphamide, adriamycin and cisplatin were given as a postoperative adjuvant chemother-
apy, however he died of pneumonia on January 2, 1987. There have been reported 11 cases of 
vesical neoplasm in patients with spinal cord injury in Japan. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 675-679, 1989)









患 老:78歳,男 子,元 土 木作 業 員
初 診:1986年9月2日
主 訴:肉 眼 的 血 尿
既 往 歴156歳時,高 所 よ り転 落 し第1腰 椎 を圧 迫 骨
折,以 後,第1腰 髄 以下 の 不 完 全 麻 痺 とな る.神 経 因
性膀 胱 の タ イ プは 山 田 ら2)の分 類 のhyperactivede.
trusor-hyperactivesphinctertypeで,尿路 管 理 は
受傷 後か ら76歳まで は,他 院 に て膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル
に よ り行 な っ てい た.な お,こ の 間64歳時 に 左 大 腿 骨
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5ヵ 月で癌 死 あ り
3ヵ 月で癌 死 あ り
8ヵ 月で癌 死 あ り
1ヵ月で癌 死 あ り
不明 不明

















で あ る こ と を確 認 し,右 尿 管膀 胱 新 吻 合 術 を 施 行 した
のち,膀 胱 を 縫 合 した.ま た右 側 骨 盤 内 リンパ 節 は触
診 上,腫 大 は 認 め られ ず,右 外 腸 骨 リ ンパ節 まで 郭 清
を 施 行 した.
摘 出 標 本:肉 眼 的 に は3×4cmの 広 基 性 の浸 潤 性
腫 瘍 が 憩室 内 を 占め て い た(Fig,4).
病 理 組 織学 的 所 見:腫 瘍 部 の 細 胞 の 核 は 大 小不 同 で
mitosisも散 在 して 見 ら れ,浸 潤性 に 増 殖 して お り
(Fig.5),また 別 の切 片で は 腫 瘍 細 胞 がperipheral
nervetissueの周 囲 に も浸 潤 が 見 られ,移 行 上 皮 癌,
Grade3,pT3b,INFβ,1y2,V(十)と診 断 した.
また,摘 出 した リ ン パ節 には 腫 瘍 細 胞 は 認 め られ なか
った.術 後,経 過 順 調 で3週 目お よび9週 目にadju・
vantchemotherapyとし てcyclophosphamidc,
adriaicn,cisplatin併用 に よ るCAP療 法2コ ー ス
を施 行 した が,CAP療 法2コ ー ス終 了 後5週 目に 肺
炎 を併 発 し,抗 生 剤 を投 与 す る も症 状 改 善せ ず,術 後
102日目に死 亡 した.死 後 剖 検 は施 行 で きな か った が,
死 亡 時 点 で 明 らか な局 所 再 発や 転 移 を 疑 わ せ る 所見 は
認 め な か った.
考 察
脊損 患 者 に お け る膀 胱 腫 瘍 の 発 生 頻 度 は,欧 米 で は
Nyquist3)のO.27%からKaufman1)の9.68%と報
告 に よ り多少 の 差 は あ る が,い ず れ に せ よ一 般 人の 膀
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